
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月のマメ知識：【申告所得金額が初の 100 兆円超え】 

国税庁は、2024 年度に決算を迎えた企業の申告所得金額が 102 兆 3381 億円に達し、統計開始以来初めて 100

兆円を突破したと発表しました。業種別では、製造業と運送業が減少した一方、サービス業や建設業を中心に 

多数の業種で所得が増加しました。特に料理・旅館・飲食店業は、前年度比 38.5％ 

増の１兆 3326 億円となり、インバウンド需要の回復が寄与したとみられています。 

2024 年度の申告税額は 18 兆 7139 億円となり、バブル期の 1989 年度（18兆 6412 億 

円）を上回り過去最高を更新。法人全体を見れば、その数 346 万法人、申告件数 322 

万件。黒字申告の割合は 36.5％で、１件当たりの平均所得金額はここ 10 年で最高の 

8707 万円となりました。反面、給与所得等に係る税額の減少や、定額減税の影響か

らか、源泉所得税などの税額は 20 兆 3445 億円となり、前年より 9907 億円ほど減少しました。今後は、賃上

げ動向や物価上昇、インバウンド需要などが企業収益に影響を及ぼすと考えられています。 

今月のキーワード：【vibe】 
２月６日からミラノ・コルティナ冬季オリンピック、

３月６日からは同じく冬季パラリンピックが開催さ

れます。その標語は“IT's Your Vibe”「あなたらしさ」。

開催地であるイタリアの国名コード「IT」に引っ掛け

てＴも大文字です。“vibe”は「空気感・雰囲気」の

意味で、“This restaurant has a good vibe.”「このレ

ストランは雰囲気がいいね」のように使います。最近、

耳にする“Vibe Coding”は、人間が大まかな指示を

出してＡＩがコードを書くソフトウエア開発手法の

ことだそうです。 

来る３月１８日は「点字ブロックの日」。岡山県立

岡山盲学校付近の交差点に１９６７年のこの日、

世界で初めて点字ブロックが敷設されたことにち

なんで、岡山県視覚障害者協会が制定しました。

点字ブロックとは、視覚障害者が足裏の触感覚で

認識できるように突起を表面につけたブロック

（プレート）のこと。視覚障害者の安全かつ快適

な移動を支援するため、歩道や駅、公共施設をは

じめ、さまざまな場所に設置されています。とこ

ろが点字ブロックの上に駐車や駐輪をされている

例が少なくないそうで、歩行中にぶつかったり自

転車を倒してしまったり、白杖が折れてしまうこ

ともあるのだとか。また弱視の方も利用されるこ

とから主に黄色やコントラストの大きい色が使わ

れていますが、視覚的にブロックが目立つように

しておくことも併せて心がけておきたいですね。

日常的に見かける点字ブロック。記念日を機に、

その役割についてあらためて考えてみませんか。 

シャツのボタンが取れるのを防ぐには、シャ

ツが新品のうちにボタンの糸に「透明マニキ

ュア」をひと塗りしましょう。このひと手間で

ボタンの糸の繊維が固まって解けにくくな

り、糸の強度が劇的に上がって面倒なボタン

付け直しを未然に防ぐことができます。 

大人にも大人気の国民的アニメ『名探偵コナン』は今年で放送 30 周年。人気の秘訣は、本格的な推理と魅力

的な登場人物、そして時代に合わせたトリックの進化でしょう。30 年の歴史の中でケータイやインターネッ

トなどの社会変化も取り込んでミステリーを深めてきたコナン。彼の持続力と洞察力を学びたいものですね。 
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今月の商売のヒント：【希望は光より速く】 

 

経営者にとって新幹線は単なる移動手段ではありません。流れる車窓を眺めながら一人静かに戦略を考える、

大切な思索の時間でもあります。 

ところで、東海道新幹線の「こだま」「ひかり」「のぞみ」の名前の並びは速度の順だけでなく、そこには深い

意味が隠されているのをご存じでしょうか。まず「こだま」の由来は「木霊（山彦）」であり「音速」を表して

います。次に登場したのが「ひかり」です。アインシュタインの相対性理論によれば、光の速さは音速よりは

るかに速く、物理学の世界では光が絶対的な速さの頂点に立っています。しかし、その「ひかり」よりもさら

に速い列車として名付けられたのが「のぞみ」でした。「のぞみ」とは、人の「願い」や「希望」です。物理的

な物質は光の速さを超えることはできませんが、人の思いや希望は時間も距離も一瞬で飛び越え、目的地へと

到達できるのです。「音（こだま）」より速い「光（ひかり）」。そして、絶対的な物理の法則さえも超えるのが

「希望（のぞみ）」です。 

この命名には、技術への誇りだけでなく、人の意志への深い敬意が込められているように感じます。商売も同

じではないでしょうか。論理的な分析や市場データという「光」のような正確さは、もちろんとても大切です。

けれど、誰も見たことのない未来を切り拓き、困難な壁を突破する力は、理屈を超えた「こうありたい！」と

いう強い願いから生まれるものだと思います。 

 

希望は商売をする上での大きな原動力ですが、また商売を通じて人々に希望を 

届けたいという思いも、同じくらい大事にしていきたいと思うこの頃です。 

【スタッフブログ】 

1 月に気象庁から、「東日本太平洋側や西日本の広い範囲で降水量がかなり少なく、この時期として 30 年に

一度程度の顕著な少雨となっている所がある」と発表がありました。この予想通り、まとまった降水はほとん

どなく、この 90 日間の降水量がわずか 10 ミリ程度の所もあったそうです。まだしばらく少雨傾向は解消され

ない見通しのようで、水不足や空気の乾燥による火災の延焼もあるので、注意したいものです。 


